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サーバーシステム
1-1 インストール
サーバーシステムはストリーマテープにtarフォーマットで格納しています。サーバーシステムをインストールしたいディレクトリに移動してテープの内容をディスクにコピーしてください。



この例では、/home/vxworksにplasmaディレクトリを作成し、その下にサーバーシステムの構築を行います。この時作成した/home/vxworks/plasmaディレクトリがサーバーシステムのベースディレクトリとなります（以下$PLASMA_DEVELOP_BASE
とする）。
ただし、旧バージョンのサーバーシステムの環境設定ファイルをそのまま使用したい場合は、あらかじめバックアップを作成し、インストール後、所定の場所にコピーしてください。なお、旧バージョンのサーバーシステムで作成した初期設定（デフォルト）ファイルについては、再利用できません。
1-2 ディレクトリ構成
ディレクトリ名称
説  明

src


プログラムソースファイルディレクトリ


include

共通インクルードファイルを格納


measure

計測CPUプログラムソースファイルディレクトリ



main
計測CPU共通、初期処理プログラムを格納



ai
ADC I/Fカードプログラムを格納



ao
DAC I/Fカードプログラムを格納



di
DI I/Fカードプログラムを格納



do
DO I/Fカードプログラムを格納



ti
TI I/Fカードプログラムを格納



to
TO I/Fカードプログラムを格納



serial
SERIAL I/Fカードプログラムを格納



gpib
GP-IB I/Fカードプログラムを格納



fch
論理チャネル制御プログラムを格納



inc
計測CPUプログラム共通インクルードファイルを格納


net

通信CPUプログラムソースファイルディレクトリ



main
通信CPU共通、初期処理プログラムを格納



com
RPC共通プログラムを格納



err
RPCエラー処理プログラムを格納



fch
RPC論理チャネル処理プログラムを格納



inc
通信CPUプログラム共通インクルードファイルを格納



init
RPC初期処理プログラムを格納



mc
RPC計測制御処理プログラムを格納



rpc
RPCジェネレータファイルを格納


com

共通クラス、共通関数プログラムを格納



_com
コマンドシーケンサプログラムを格納


driver

デバイスドライバプログラムソースファイルディレクトリ



dve528
DVE528デバイスドライバプログラムを格納



dve529
DVE529デバイスドライバプログラムを格納



dve534
DVE534デバイスドライバプログラムを格納



himv610
HIMV610デバイスドライバプログラムを格納



himv630
HIMV630デバイスドライバプログラムを格納



inc
インクルードファイルのリンクを格納



pak600
V-PAK600デバイスドライバプログラムを格納



pvme301
PVME301デバイスドライバプログラムを格納



pvme321
PVME301デバイスドライバプログラムを格納

shell


開発用シェルスクリプト格納ディレクトリ

init


初期設定（デフォルト設定）ファイル格納ディレクトリ

bin


実行ファイル格納ディレクトリ
plasmaMeasure    計測CPUオブジェクト
plasmaNet         通信CPUオブジェクト


cpu0

通信CPU用vxWorksカーネル格納ディレクトリ


cpu1

計測CPU用vxWorksカーネル格納ディレクトリ

tools


開発用プログラム、初期設定ファイル作成プログラム格納ディレクトリ


src

開発用プログラム、初期設定ファイル作成プログラム格納ディレクトリ



unix
rpcgen
RPCジェネレータファイル自動作成プログラム格納ディレクトリ




data
出力データファイルダンプツール（vxWorks用）プログラム格納ディレクトリ



vx
init
初期設定（デフォルト設定）ファイル作成ツールプログラム格納ディレクトリ




data
出力データファイルダンプツール（unix用）プログラム格納ディレクトリ


bin

開発用プログラム、初期設定ファイル作成実行ファイル格納ディレクトリ

log


プログラムログファイル保存ディレクトリ

def_data


デフォルト設定ファイル格納ディレクトリ

set_data


リアルタイム設定ファイル格納ディレクトリ

1-3 ユーザーの登録
$PLASMA_DEVELOP_BASEの下のinitディレクトリの“plasma.uid”ファイルにてユーザー登録を行います。このファイルに登録されたユーザーだけがクライアントアプリケーションから各I/Fカードのリアルタイム設定変更およびデフォルト設定変更が行えます。このファイルはテキスト形式で、フォーマットは<ユーザー名>,<ID>を1レコードとします。ユーザー名は使用できる文字、文字数ともに制限はありません。IDに関しては使用できる文字の制限はありませんが、文字数は16文字までとします。以下は記入例です。
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図 1ユーザー登録ファイル
1-4 I/Fカード初期設定ファイルの作成
I/Fカードの増設や取り外し、ジャンパ設定変更等のハードウェア環境の変更を行うときにI/Fカード初期設定ファイルの作成をvxWorksブートホストマシン上で行います。通常の設定変更時についてはクライアントアプリケーションから行えるために必要ありません。
I/Fカード初期設定ファイルを作成するには、I/Fカード初期設定マスタファイルを編集してから`makeIni`コマンドを以下の要領で行ってください。
1-4-1 I/Fカード初期設定マスタファイルのフォーマット（テキスト形式）
ファイル名に制限はありません。が、作成したファイルは$PLASMA_DEVELOP_BASEの下のinitディレクトリの下に保存してください。
｢#｣で始まる行はコメント行です。
｢$｣で始まる行は、シャシの区切りです。以降次の行までの文字は無視されます。
上記以外で以下の表のカードタイプで始まる行はI/Fカード設定情報と認識します。カードタイプにより、後に続くパラメータが異なるため注意が必要です。また各パラメータは半角のアルファベット、数字のみ設定可能で、アルファベットに関しては大文字に限定します。
設定記入順
1
2
3
4
5

ADC
ﾍﾞｰｽｱﾄﾞﾚｽ
割込ﾍﾞｸﾀ
割込ﾚﾍﾞﾙ
最大ﾁｬﾈﾙ数
ｻﾝﾌﾟﾙ周期
  (x1/10秒)

DAC
ﾍﾞｰｽｱﾄﾞﾚｽ
割込ﾍﾞｸﾀ
割込ﾚﾍﾞﾙ
最大ﾁｬﾈﾙ数
ｻﾝﾌﾟﾙ周期
  (x1/10秒)

DIC
ﾍﾞｰｽｱﾄﾞﾚｽ
割込ﾍﾞｸﾀ
割込ﾚﾍﾞﾙ
最大ﾁｬﾈﾙ数
ｻﾝﾌﾟﾙ周期
  (x1/10秒)

DOC
ﾍﾞｰｽｱﾄﾞﾚｽ
割込ﾍﾞｸﾀ
割込ﾚﾍﾞﾙ
最大ﾁｬﾈﾙ数
ｻﾝﾌﾟﾙ周期
  (x1/10秒)

TIC
ﾍﾞｰｽｱﾄﾞﾚｽ
割込ﾍﾞｸﾀ
割込ﾚﾍﾞﾙ
最大ﾁｬﾈﾙ数
ｻﾝﾌﾟﾙ周期
  (x1/10秒)

TOC
ﾍﾞｰｽｱﾄﾞﾚｽ
割込ﾍﾞｸﾀ
割込ﾚﾍﾞﾙ
最大ﾁｬﾈﾙ数
ｻﾝﾌﾟﾙ周期
  (x1/10秒)

GPIB
ﾍﾞｰｽｱﾄﾞﾚｽ
割込ﾍﾞｸﾀ
割込ﾚﾍﾞﾙ
1（固定）
GPIBｱﾄﾞﾚｽ

SERIAL
ﾍﾞｰｽｱﾄﾞﾚｽ
割込ﾍﾞｸﾀ
割込ﾚﾍﾞﾙ
4（固定）
ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾚｼﾞｽﾀ

設定記入順
6
7
8
9
10

ADC
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値
割込みﾚﾍﾞﾙ
ﾎﾞｰﾄﾞ設定



DAC
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値
ﾎﾞｰﾄﾞ設定




DIC
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値
結合ﾁｬﾈﾙﾀｲﾌﾟ




DOC
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値
ﾌｧｲﾙ数
結合ﾁｬﾈﾙﾀｲﾌﾟ



TIC
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値
結合ﾁｬﾈﾙﾀｲﾌﾟ




TOC
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値
ﾌｧｲﾙ数
結合ﾁｬﾈﾙﾀｲﾌﾟ



GPIB
ﾃﾞﾘﾐﾀ
ﾀｲﾑｱｳﾄ
  (x1/10秒)
ﾏｽﾀ/ｽﾚｰﾌﾞﾓｰﾄﾞ
SRQ/ﾊﾞﾝｸ割込ﾍﾞｸﾀ
SRQ/ﾊﾞﾝｸ割込ﾚﾍﾞﾙ

SERIAL
ﾎﾞｰﾚｰﾄ(1)


ﾊﾟﾘﾃｨ(1)
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ(1)
ﾌﾛｰ制御(1)
ｺﾏﾝﾄﾞﾌｧｲﾙ名(1)

設定記入順
11
12
13
14
15

GPIB
ｺﾏﾝﾄﾞﾌｧｲﾙ名





SERIAL
ﾎﾞｰﾚｰﾄ(2)
ﾊﾟﾘﾃｨ(2)
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ(2)
ﾌﾛｰ制御(2)
ｺﾏﾝﾄﾞﾌｧｲﾙ名(2)

設定記入順
16
17
18
19
20

SERIAL
ﾎﾞｰﾚｰﾄ(3)
ﾊﾟﾘﾃｨ(3)
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ(3)
ﾌﾛｰ制御(3)
ｺﾏﾝﾄﾞﾌｧｲﾙ名(3)

設定記入順
21
22
23
24
25

SERIAL
ﾎﾞｰﾚｰﾄ(4)
ﾊﾟﾘﾃｨ(4)
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ(4)
ﾌﾛｰ制御(4)
ｺﾏﾝﾄﾞﾌｧｲﾙ名(4)

表 1 I/Fカード設定パラメータ
各パラメータの説明
ﾎﾞｰﾄﾞ設定（ADC）
1桁目  入力タイプ  U … ユニポーラ
                    B … バイポーラ
2桁目  0Chﾚﾝｼﾞ     0 … 0～+1.0[v]

                    1 … 0～+2.5[v]

                    2 … 0～+5.0[v]

                    3 … 0～+10.0 [v]

                    4 … -1.0～+1.0 [v]

                    5 … -2.5～+2.5 [v]

                    6 … -5.0～+5.0 [v]

                    7 … -10.0～+10.0 [v]

3桁目  1Chﾚﾝｼﾞ    0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
4桁目  2Chﾚﾝｼﾞ    0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
5桁目  3Chﾚﾝｼﾞ    0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
6桁目  4Chﾚﾝｼﾞ    0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
7桁目  5Chﾚﾝｼﾞ    0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
8桁目  6Chﾚﾝｼﾞ    0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
9桁目  7Chﾚﾝｼﾞ    0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
10桁目  8Chﾚﾝｼﾞ   0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
11桁目  9Chﾚﾝｼﾞ   0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
12桁目  10Chﾚﾝｼﾞ  0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
13桁目  11Chﾚﾝｼﾞ  0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
14桁目  12Chﾚﾝｼﾞ  0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
15桁目  13Chﾚﾝｼﾞ  0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
16桁目  14Chﾚﾝｼﾞ  0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
16桁目  15Chﾚﾝｼﾞ  0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ

ﾎﾞｰﾄﾞ設定（DAC）
1桁目  入力タイプ  U … ユニポーラ
                    B … バイポーラ
2桁目  0Chﾚﾝｼﾞ     0 … 0～+2.5[v]

                    1 … 0～+5.0[v]

                    2 … 0～+10.0 [v]

                    3 … -2.5～+2.5 [v]

                    4 … -5.0～+5.0 [v]

                    5 … -10.0～+10.0 [v]

3桁目  1Chﾚﾝｼﾞ    0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
4桁目  2Chﾚﾝｼﾞ    0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
5桁目  3Chﾚﾝｼﾞ    0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
6桁目  4Chﾚﾝｼﾞ    0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
7桁目  5Chﾚﾝｼﾞ    0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
8桁目  6Chﾚﾝｼﾞ    0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ
8桁目  7Chﾚﾝｼﾞ    0Chﾚﾝｼﾞ値と同じ

結合ﾁｬﾈﾙﾀｲﾌﾟ
A…結合ﾁｬﾈﾙなし
B…8ﾁｬﾈﾙ結合
C…16ﾁｬﾈﾙ結合
D…(使用しないでください)

E…ﾕｰｻﾞｰ指定（ﾁｬﾈﾙ番号列は初期化ﾌｧｲﾙでは設定できません。ｸﾗｲ
    ｱﾝﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ上で設定してください。）

ﾌｧｲﾙ数（DO、TO）
0（固定）

GPIBｱﾄﾞﾚｽ（ＧＰＩＢ）
GPIBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽｱﾄﾞﾚｽ (０～３０以内の値を指定してください。)

ﾃﾞﾘﾐﾀｺｰﾄﾞ(GPIB)
A…CR+LF

B…CR

C…LF

D…EOI

E…CR+LF+EOI

F…CR+EOI

G…LF+EOI

H…NULL(ﾃﾞﾘﾐﾀなし) ※
※ﾃﾞﾘﾐﾀを使用せずﾃﾞｰﾀのｻｲｽﾞを指定します。

GPIB動作ﾓｰﾄﾞ(GPIB)
M…ﾏｽﾀﾓｰﾄﾞ
Ｓ…ｽﾚｰﾌﾞﾓｰﾄﾞ

SRQ/ﾊﾞﾝｸ割込みﾍﾞｸﾀ
GPIB動作ﾓｰﾄﾞによりSRQ/ﾊﾞﾝｸ割込みﾍﾞｸﾀに切り替わります。また、割り込みを使用しない場合は’/’を指定してください。

SRQ/ﾊﾞﾝｸ割込みﾚﾍﾞﾙ
GPIB動作ﾓｰﾄﾞによりSRQ/ﾊﾞﾝｸ割込みﾚﾍﾞﾙに切り替わります。また、割り込みを使用しない場合は’/’を指定してください。

ﾌｧｲﾙ名(GPIB)
ﾌｧｲﾙ名の設定は初期情報ﾌｧｲﾙでは指定できません。ｸﾗｲｱﾝﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ上で設定してください。また、ﾌｧｲﾙ名の位置には’/’を指定してください。

ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾚｼﾞｽﾀｱﾄﾞﾚｽ(SERIAL)
ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾚｼﾞｽﾀのｱﾄﾞﾚｽです。ｼﾘｱﾙｲﾝﾀｰﾌｪｰｽﾎﾞｰﾄﾞに設定しているｱﾄﾞﾚｽを使用します。

ﾎﾞｰﾚｰﾄ(SERIAL)
A…150

B…300

C…600

D…1200

E…2400
F…4800

G…9600
H…19200

I…38400

J…76800

※単位はﾎﾞｰﾚｰﾄです。

ﾃﾞｰﾀ長(SERIAL)
A…5

B…6

C…7

D…8

※単位はﾋﾞｯﾄです。

ﾊﾟﾘﾃｨ(SERIAL)
A…ﾊﾟﾘﾃｨなし
B…奇数ﾊﾟﾘﾃｨ
C…偶数ﾊﾟﾘﾃｨ

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ(SERIAL)
A…1

B…2

C…1.5

※単位はﾋﾞｯﾄです。

ﾌﾛｰ制御(SERIAL)
A…ﾌﾛｰ制御なし
B…ｿﾌﾄｳｴｱﾌﾛｰ制御
C…ﾊｰﾄﾞｳｴｱﾌﾛｰ制御

ﾌｧｲﾙ名(SERIAL)
ﾌｧｲﾙ名の設定は初期情報ﾌｧｲﾙでは指定できません。ｸﾗｲｱﾝﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ上で設定してください。また、ﾌｧｲﾙ名の位置には’/’を指定してください。

表 2 I/Fカード設定パラメータ内容
各設定値は「,」で区切ります。I/Fカード1枚毎の設定情報は1行中にすべて記述してください。上記以外のカードタイプは認識しません。
1-4-2 makeIniコマンドの実行
A. vxWorksの端末を作成。（tipもしくはrloginを使用）
B. 初期ファイル作成ディレクトリ$PLASMA_DEVELOP_BASE/initへ移動します。
（cd “/home/vxworks/init”）
C. makeIniオブジェクトをロードします。（ld < makeIni）
D. makeIni関数を実行します。（makeIni <”マスタファイル名”>）
これで$PLASMA_DEVELOP_BASE/initのディレクトリにシャシ台数分のI/F初期設定ファイルが作成されます。ファイル名は plasma?.iniです。（?は1からのシャシ番号）
1-5 vxworks起動シェルスクリプトの指定
ブートパラメータでvxworks起動時のシェルスクリプトを指定します。このシェルスクリプトにてプラズマ計測制御サーバーシステムで必要な環境変数やオブジェクトのロード、実行を行います。サンプルシェルスクリプトを以下に示します。シェルスクリプト作成の規約についてはvxWorksマニュアルを参照してください。ファイル名、ディレクトリについてはvxWorksブートパラメータにて直接指定するため、特に規定はありません。
表3 サンプルシェルスクリプト
# vxWorks shell script

# vxWorks NO.1

# プロンプトを設定します
prompt = malloc(40)

sprintf( prompt, "Server1 Net> " )

shellPromptSet prompt

# ログ出力、出力データ保存等のためのブートサーバーディスクをマウントします
nfsMount "LHDsun","/home","/home"

# プラズマ計測制御システムで使用する環境変数を設定します
putenv( "PLASMA_INIT_BASE=/home/vxworks/plasma/init" )

putenv( "PLASMA_INIT_FILE=plasma0.ini" )



…①
putenv( "PLASMA_DEVELOP_BASE=/home/vxworks/plasma" )

putenv( "PLASMA_PRG_BASE=/home/ vxworks /plasma/bin" )

putenv( "PLASMA_LOG_BASE=/home/ vxworks /plasma/log" )

putenv( "PLASMA_SEQ_BASE=/home/ vxworks /plasma/data" )

putenv( "PLASMA_SETTING_DATA_BASE=/home/ vxworks /plasma/set_data" )

putenv( "PLASMA_DEFAULT_DATA_BASE=/home/ vxworks /plasma/def_data" )

# クライアントシステムとネットワーク接続のためのルーティングポイントを設定します
routeAdd "133.75.62.0", "133.75.61.254"




…②
# プラズマ計測制御システムオブジェクトをロードします
cd "/home/vxworks/plasma/bin"

ld < plasmaNet






…③
#ld < plasmaMeasure






…③
# プラズマ計測制御システム（通信）を起動します
taskSpawn( "tPLASMA_NET", 80, 0, 50000, netStart )


…④
#taskSpawn( "tPLASMA_START, 80,0, 50000, plasmaStart )


…④
1 １-４にて作成したI/Fカード初期設定ファイル名を指定します。
2 計測CPUの場合は必要ありません。
3 オブジェクト名称は通信CPUが”plasmaNet”、計測CPUが”plasmaMeasure”です。
4 実行関数名称は通信CPUが”netStart”、計測CPUが”plasmaStart”です。
1-6 vxWorksブートパラメータの設定
まず、ブートパラメータ設定のサンプルを以下に示します。
表 4 サンプルパラメータ
【計測CPU】
boot device

: ei

processor number
: 0

host name

: LHDsun

file name

: /home/vxworks/plasma/bin/cpu0/vxWorks

…①
inet on ethernet (e)
: 133.75.61.240:ffffff00

inet on backplane (b)
: 192.168.0.1




…②
host inet (h)

: 133.75.61.100

user (u)

: shimo

flags (f)

: 0x0

target name (tn)
: mvme162-223

startup script (s)
: /home/vxworks/plasma/shell/svr1net.shl

…③
【通信CPU】
boot device

: sm=0x02000600




…④
processor number
: 1

host name

: LHDsun

file name

: /home/vxworks/plasma/bin/cpu1/vxWorks

…①
inet on ethernet (e)
: 





…②
host inet (h)

: 133.75.61.100

gateway inet (g)
: 192.168.0.1




…⑤
user (u)

: shimo

flags (f)

: 0x0

target name (tn)
: mvme162-263

startup script (s)
: /home/vxworks/plasma/shell/svr1diag.sh

…③
1 プラズマ計測制御システム用にカスタマイズ（バックプレーンネットワーク、共有メモリ等）したvxWorksを指定します。通信CPU用、計測CPU用でvxWorks自体が異なります。$PLASMA_DEVELOP_BASE/bin/cpu0/vxWorksが通信CPU用、$PLASMA_DEVELOP_BASE/bin /cpu1/vxWorksが計測CPU用です。
2 計測CPUバックプレーンIPアドレスを指定します。通信CPU側のIPアドレスは計測CPUのバックプレーンIPアドレスを元に自動的で作成するため設定する必要はありません。
3 １-５で作成したシェルスクリプトを絶対パスで指定してください。
4 バックプレーンアンカーアドレスを指定してください。（計測CPUがシャシ内に1枚の場合は上記の設定を使用してください。）
5 計測CPUはゲートウェイIPアドレスに計測CPUバックプレーンIPアドレスを指定してください。
6 ブートホストのルーティング情報に計測CPUがバックプレーンのゲートウェイになっている事を追加してください。
    EX)  route add 133.75.61.240 192.168.0.1 1

詳細について、またその他の設定に関してはvxWorksマニュアルを参照してください。
1-7 バックプレーンネットワーク構築
バックプレーンネットワークを行うためのBSP改造手順について、以下に記述します。
1 バックプレーンネットワークを有効にするためにBSPディレクトリ以下.config/all/configAll.hのINCLUDE_SM_NETとINCLUDE_SM_SEQ_ADDRをデファインする。（以降でディレクトリをあらわす場合すべてBSPディレクトリ以下として記述する）
2 マスタCPU側
の.config/TARGET/config.hのマクロ変数SM_OFF_BOARDにFALSE（共有したいメモリがボード上に存在することを示す）を設定し、SM_MEM_ADRS、SM_MEM_SIZE、SM_OBJ_MEM_ADRS、SM_OBJ_MEM_SIZEに対象環境に適合する値を設定する。この値を参照して、バックプレーンネットワークのコントロール情報がブート時にアウトプットされるための共有メモリ領域が獲得される。今回の設定は
  SM_MEM_ADRS       …  NONE
  SM_MEM_SIZE        …  0x00010000
  SM_OBJ_MEM_ADRS  …  NONE
  SM_OBJ_MEM_SIZE   …  0x00010000
とする。実際のバックプレーンネットワークのコントロール情報がアウトプットされるアドレスはSM_ANCHOR_ADRSマクロ変数に設定されたアドレスとなり、これはconfig/all/configAll.hの中で定義されている。MV162系CPUの場合0x600にデフォルト設定されておりこれを変更する必要はない｡
3 マスタCPU上メモリをキャッシュしない設定にする。スレーブCPU
からも直接参照するため、この設定の必要がある。この設定はマスタCPU側の
config/TARGET/sysLib.cのデータ構造sysPhysMemDescのram定義部のVM_STATE_CACHEABLEをVM_STATE_CACHEABLE_NOTに変更する。
4 スレーブCPUがバックプレーンネットワークを使用してブートするために、そのアドレスを指定する必要がある。スレーブCPU側のconfig/TARGET/config.hのマクロ変数SM_OFF_BOARDにTRUE（共有したいメモリがボード上に存在しないことを示す）を設定し、SM_ANCHOR_ADRS、SM_MEM_ADRS、SM_MEM_SIZE、SM_OBJ_MEM_ADRS、SM_OBJ_MEM_SIZEに対象環境に適合する値を設定する。今回の設定は
  SM_MEM_ADRS       …  0xf0c00600
  SM_MEM_ADRS       …  SM_ANCHOR_ADRS
  SM_MEM_SIZE        …  0x00010000
  SM_OBJ_MEM_ADRS  …  SM_ANCHOR_ADRS + SM_MEM_SIZE
  SM_OBJ_MEM_SIZE   …  0x00010000
とする。
5 それぞれのCPUのブートパラメータの設定を行う。
【マスタCPU】
boot device          :  ei
processor number    :  0
file name            :  /home/shima/vw5.2/config/plasma0/vxWorks
inet on ethernet     :  133.109.8.41
inet on backplane    :  133.0.0.1
host inet            :  133.109.8.5
gateway inet        : 
【スレーブCPU】
boot device          :  sm=0x2000600
processor number    :  1
file name            :  /home/shima/vw5.2/config/plasma1/vxWorks
inet on ethernet     :
inet on backplane    :
host inet            :  133.109.8.5
gateway inet        :  133.0.0.1

6 ブートホスト上でマスタCPUがゲートウェイとなっていることを知らせるための設定を行う。
  EX)  route add 133.0.0.0 133.109.8.41 1

1-8 複数CPUでのメモリ共有化構築
共有メモリを構築するためにターゲットCPUプログラムのカスタマイズを行う必要があり、その方法を以下に記述します。現在の機器構成を変更しない場合、この作業は必要ありません。CPU、メモリボード増設、共有メモリ領域サイズの変更等行いたい場合にこの作業が必要になります。
また今回アプリケーションとの連携を取るためのプログラムとしてplasmaSmLib.cが存在します（このファイルはconfig/TARGETに保存し、vxWorks構築時に同時にリンクする）。このプログラムの関数を使用してアプリケーションは共有メモリを使用するための情報を獲得します。
1 通常VxWorksでは2枚目以降のCPU（プロセッサナンバー0以外）上のメモリについては、そのアドレスをバスにマッピングしない仕様になっていため、2枚目以降のCPUのメモリを強制的にバスにマップする必要がある。スレーブCPU側の.config/TARGET/sysLib.cのsysProcNumSet()関数の中でProcNum（プロセスナンバー）が0のときだけ、オンボードメモリをマッピングする処理を行っているが、0以外でもこのマッピング処理を実行するように条件文を取り外す。また変数VMECHIPS2_VSAR1、VMECHIPS2_VSATR1にそれぞれマッピングアドレスの範囲を示す値、マッピングアドレスをローカルアドレスに変換する値に変更する。それぞれの値の求めかたについては、VxWorksリファレンスマニュアルを参照のこと。今回の設定は
VMECHIPS2_VSAR1  =  0x03000200   （0x02000000 ～ 0x03000000）
VMECHIPS2_VSATR1  =  0x00000200
とする。
2 システムライブラリ等（malloc()等）を使用してメモリ領域を確保するときに、共有メモリ領域をシステムが利用できないようにするために、config/TARGET/sysLib.cのsysMemTop()関数の戻り値が共有メモリ領域の先頭アドレス-1を返すように変更する。
3 共有メモリ領域の共有メモリ情報を初期設定するためのライブラリを呼び出す。
config/all/usrConfig.cのusrRoot()関数のshellInit()関数を呼び出す前に
plasmaSmInit()関数を呼び出す。
4 共有メモリ領域の先頭アドレス、末尾アドレス、メモリブロック最大数の設定を
config/TARGET/config.hに行う。各値に対し、
PLASMA_SM_START_ADDR（0x02800000）
PLASMA_SM_FINISH_ADDR（0x03000000）
PLASMA_SM_NAME_COUNT（300）  に値を設定する。
5 今回の設定では以下のようにそれぞれのCPUのメモリがバスにマッピングされます。
CPU0  mv162-222


CPU1    mv162-263
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0x00000000



0x00000000

    ：

  ﾛｰｶﾙﾒﾓﾘ

    ：

   ﾛｰｶﾙﾒﾓﾘ
0x003fffff
  4Mb


0x00ffffff
   16Mb

0x02000000



0x02000000

    ：

  CPU1上ﾒﾓﾘ

    ：

   CPU0上ﾒﾓﾘ
0x02ffffff
  16Mb


0x023fffff

   4Mb

クライアントシステム
1-9 インストール
クライアントシステムはフロッピーディスクにZIP方式で圧縮して格納しています。フロッピーディスクの内容をUNZIPを使用してインストールしたいディスクに解凍してください。
解凍場所に指定したディレクトリにplasmaディレクトリを作成し、その下にクライアントシステムの構築を行います。c:\plasmaディレクトリ（仮）がクライアントシステムのベースディレクトリとなります（以下ベースディレクトリをc:\plasmaと仮定して説明します。）。
1-10 ディレクトリ構成
ディレクトリ名称
説  明

bin


クライアント実行ファイル格納ディレクトリ

data
OUTPUT
dac
DACカード設定ファイル格納ディレクトリ



do
DOカード設定ファイル格納ディレクトリ



gpib
GPIBカード設定ファイル格納ディレクトリ



serial
SERIALカード設定ファイル格納ディレクトリ



to
TOカード設定ファイル格納ディレクトリ


SAVE

論理チャンネルデータ保存ファイル格納ディレクトリ

env


環境設定ファイル格納ディレクトリ

gcc
bin

gccコンパイラ関連ファイル格納ディレクトリ


include

gccインクルードファイル格納ディレクトリ


lib

gccライブラリファイル格納ディレクトリ

log


エラーログファイル格納ディレクトリ

src
com

共通プログラム格納ディレクトリ


control

出力データグラフ表示プログラム格納ディレクトリ


DataBase

データベース関連プログラム格納ディレクトリ


DataSaver

データ保存プロセスプログラム格納ディレクトリ


graph

グラフ作成プログラム格納ディレクトリ


Ifcard

I/Fカード設定プログラム格納ディレクトリ


include

インクルードファイル格納ディレクトリ


Log

エラーログ情報表示プログラム格納ディレクトリ


Logical

論理チャンネル情報設定プログラム格納でディレクトリ


net

RPC通信関連プログラム格納ディレクトリ



rpc
RPCGEN作成プログラム格納ディレクトリ


res

リーソースファイル格納ディレクトリ


Sequencer

コマンドファイルエラー判定プログラフ格納ディレクトリ

temp


一時作業ファイル格納ディレクトリ

tools
DataMake

出力データテンプレートファイル格納ディレクトリ


rpcSrcMake

RPCGEN作成ファイル修正プログラム格納ディレクトリ

1-11 サーバーシステムIPアドレスファイルの作成
クライアントシステムベースディレクトリC:\PLASMAの\ENVディレクトリにサーバーシステムと接続するためのIPアドレス設定ファイル”plasmaIp.mst”を作成します。このファイルはテキスト形式です。「#」で始まる行はコメント行です。「$」で始まる行にIPアドレスを記述してください。それ以外の行は無視します。
一つのサーバーシステムIPアドレスを一行に記述してください。プラズマ計測制御クライアントシステムはここに記述されているサーバーのみ計測制御が可能です。
また、IPアドレス設定ファイル記入順にシャシNoが付けられます。

図 2 サーバーシステムIPアドレス設定ファイル
1-12 クライアントシステム設定ファイル
プラズマ計測制御クライアントシステムで必要な環境変数を設定します。このファイルはWindowsプロファイル形式でwindowsNTシステムディレクトリに”plasma.ini”とDataServer.iniのファイル名で作成します。クライアントシステムインストールディレクトリが”c:\plasma”であれば、特に変更の必要はありません。例えばDドライブやplasma以外のディレクトリにインストールした場合に修正が必要になります。
#

# Plasma Measure System profile

#

 [PATH]

PATH=c:\plasma\bin

GPIBDATAPATH=c:\plasma\data

SERIALDATAPATH=c:\plasma\data

IPFILE=c:\plasma\env\plasmaIp.mst

SETTINGDATAPATH_TO=c:\plasma\data\output\to

SETTINGDATAPATH_DO=c:\plasma\data\output\do

SETTINGDATAPATH_DAC=c:\plasma\data\output\dac

SETTINGDATAPATH_GPIB=c:\plasma\data\output\gpib

SETTINGDATAPATH_SERIAL=c:\plasma\data\output\serial

[OUTPUT DATA MAKE]

DATAMAKECOMPILE=c:\plasma\tools\dmcomp.bat

DATAMAKEEXECUTE=c:\plasma\tools\datamake.bat

DATAMAKETEMPLATE=c:\plasma\tools\datamake\template.c

DATAMAKESOURCE=c:\plasma\tools\datamake\datamake.c

DATAMAKECOMPLOG=c:\plasma\tools\dmcomp.log

DATAMAKEEXECLOG=c:\plasma\tools\datamake.log

1-13 システム変数の設定
プラズマ計測制御システムでは、市販、またはその他の開発ツール、アプリケーションを使用して構築しているため、それらのパスを設定する必要があります。
「ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ」-「ｼｽﾃﾑ」でﾕｰｻﾞｰ環境（ｼｽﾃﾑ環境でもよい）のPathに以下の値を設定（追加）してください。
設定する値
意味

C:\PLASMA\BIN or C:\QCW32
グラフ表示ツールDLLのパス

C:\PLASMA\GCC\BIN
出力データファイル作成コンパイラのパス

表 5 システム環境変数追加一覧



# PLASMA計測制御SYSTEM 環境ﾌｧｲﾙ


#


# '#' はｺﾒﾝﾄ行


# '$' はｼｬｼの区切り、後ろに接続先VMEの(通信CPUの)IPｱﾄﾞﾚｽを記入する。


$192.168.1.1	（…ｼｬｼNo 1）


$192.168.1.2	（…ｼｬｼNo 2）
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�  $PLASMA_DEVELOP_BASEはUNIX環境変数です。


� ()内はシリアルI/Fカードのポート番号（ハードの番号に対応）をあらわします。


� マスタ側のCPUには、通信用のCPUを割り当ててください。


� スレーブ側のCPUには、計測用のCPUを割り当ててください。
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